我々は3つのグナの性質、サットワ、ラジャス、タマスについて勉強をしていますが、今日はあるグナが顕著になるときの特徴について話をします。創造はグナの均衡が崩れたときに始まるので我々の通常の状態では、３つのグナの割合がいつも一定であるということはありません。例えばある人間の中で、あるときサットワが顕著になっても別のときにはラジャス、さらに別のときタマスが顕著になることがあります。人と人でも違いますし、時間ごとにも違います。まずサットワが顕著になるとき、そのしるしは何でしょうか。今日はそのことを話します。それは第14章の11節です。
肉体のあらゆる感覚器官（目耳鼻口肛門生殖器など）を通じて、智慧の光が輝き出るのは、サットワが優勢な時である、と知るがいい。//11

ヒンズー教の聖典の中にひとつのたとえがあります。「体は町のようだ」。町の持ち主は誰でしょうか。町の王様です。このたとえの場合、体という町の王様は誰でしょう。アートマンです。アートマンが町（体）の持ち主です。町にたくさんの入口があるように、我々の体には10の入口があります。入口とは感覚器官のことです。我々の色々な感覚は扉です。目、鼻、耳などの5つ認識器官と5つの行動器官はみな入口です。外の情報はそれらを通して中に入って来て認識されますから、感覚器官は扉です。すべての情報の入口です。
サットワが顕著になるときすべての感覚器官から智慧、聡明さが溢れ出ます。例えば目。目を通じて智慧や聡明さが輝き出る、とはどういう意味でしょうか。良いものだけを見て悪いものは見ないということ。耳の場合なら、良い言葉を聞き、悪い言葉を聞かない。例えば馬鹿という罵りの言葉だけでなく、他の人に対する批判も聞かない。口について言えば、話をするとき、悪い言葉はもちろん言わないし、他の人を批判もしない。「見ざる、聞かざる、言わざる」の意味は、全然物を見ない、何も聞かない、何も言わない、ということではありません。もちろん見ますが識別して見ます。識別して聞きます。識別して話します。本当に良いことだけ話します。正しいことを言います。皆の幸せのために話します。知識が深まるための話をします。サットワが顕著なとき、すべての感覚で智慧、聡明さが現れ、正しい行動をします。すべての感覚を働かせ、活動をするとき正しいことだけが行われます。それは意図的なものではなく、自発的で自然な行動です。これが大きな違いです。通常人は色々考えて行動しますが、サットワ的性質が顕著になるとき、人は自然に行動します。これが非常に重要なのです。
サットワ的実践を絶えず繰り返した結果、自然に行動ができるようになります。実践の過程でときどき過ちもおこりますが、本当のサットワ的性質が顕著になるときには自然に行動できるようになります。それは心についても同じことです。心で正しいことだけ思います。嫉妬心はなく、暴力的な思いもなく、考えるときも知性で本当に正しいことを理解し、常に自覚的です。お釈迦様の教えの中にある、八正道のことを知っていますか。仏教の有名な教えです。仏教の実践のためにとても重要です。お釈迦様は4つの偉大な真理と八正道について話しました。
八正道とは

（１）正しい見解、信仰、理解。
（２）正しい考え、決意、意思。
（３）正しい言葉。
（４）正しい行為、仕事、働き、活動。
（５）正しい生活、道徳的生活。
（６）正しい努力、勇気。

（７）正しい注意。

（８）精神統一、瞑想。

これらの道に従うことにより、心は正しい状態になります。サットワ的性質が顕著になるとき、本当に正しい行為がすべて自然になされます。
更に智慧が現れます。例えば、スワミ・ヴィヴェカーナンダとシュリ・ラーマクリシュナの話です。たくさんの信者が座っていました。シュリ・ラーマクリシュナは霊的な話をしています。シュリ・ラーマクリシュナは信者全員のために話しましたが、スワミ・ヴィヴェカーナンダだけが一番深いレベルで理解をしました。なぜならスワミ・ヴィヴェカーナンダはサットワ的性質が顕著でしたから。シュリ・ラーマクリシュナの言葉はとても平易で、子供たちでもわかります。わかりやすいけれど意味はとても深い。我々も理解のレベルが今より深くなると、同じ言葉であっても深い意味がわかります。シュリ・ラーマクリシュナは言いました。「ヴィシュヌ、クリシュナ、これらの神々の信者の特徴は何か。ヴィシュヌ神の信者の特徴は何か。神の名が好きで、すべての人に仕え、慈悲の心があり、またすべての信者に仕える」と。その話をしたとき、最初は「慈悲」という言葉を引用しました。聖典にクリシュナ、ヴィシュヌについての記述があり、その言葉をシュリ・ラーマクリシュナは引用し、説明をしました。「これはヴィシュヌの信者の特徴である」と。引用をした次の瞬間シュリ・ラーマクリシュナはコメントをしました。「どうして慈悲なのか。慈悲。その言葉は良くない。なぜなら、慈悲という言葉を使うと、『私はあなたより高くあなたは低い。私は高いところにいるから、あなたに慈悲を与える。私は金持だが、あなたは貧乏、ホームレス、だから私は慈悲を与える』という考えを許容してしまうことになる」と。シュリ・ラーマクリシュナは言いました。「その考えは良くない。それは最後には自惚れとなるので、信者にとって良くない。そのようには考えないように。すべての人の中に神様がいると考えて皆に仕えなさい」。
この同じ話を信者全員にしましたが、スワミ・ヴィヴェカーナンダだけがその話の深い意味がわかりました。ギャーナとバクティがどのようにして調和可能かを理解したのです。どうしてギャーナとバクティなのでしょう。バクティの考えは二元論的です。神様と信者は別。ギャーナの考えは何でしょう。「全てはひとつ」。すべての中に絶対の真理があります。それがギャーナの考えです。バクティは二元論的、ギャーナは非二元論的。バクティでは神様と信者は別々ですが、ギャーナの考えではすべての中に、すべての生き物の中に絶対の真理があるので、存在するのはたった一つだけです。先程のシュリ・ラーマクリシュナのコメントは、ギャーナとバクティの両者を合一したのです。同じ神、クリシュナ神はすべての中にいます。すべての中に存在するので、それはバクティということです。神様と信者という考えはもちろんありますが、すべての中には同じ神様がいますし、我々の中にもいます。そのことを考えて皆さんに奉仕をしてくださいということを、スワミ・ヴィヴェカーナンダは深い意味で理解したのでした。他者に対する奉仕はどのようになされるべきなのか。ヴィシュヌ神の信者の特徴である慈悲だけではなく、バクティの神に対する愛の実践だけでなく、そのこと（「すべての生き物の中に絶対の真理がある」）を深く考えて奉仕すると非二言論的な知識の道を実践することができます。すべての人の中に同じ神様がいると考えれば、信者たちも知識の道を実践することができます。スワミ・ヴィヴェカーナンダはシュリ・ラーマクリシュナの言葉を聞いた後、外に出て皆んなに言いました。「今日私は本当に特別な真理を勉強した！！」「シュリ・ラーマクリシュナの生涯」の中にそのことが書いてあります。
サットワ的な性質が顕著になるとき正しい識別ができます。何が永遠で何が一時的か、何が有限で何が無限か、何が正しく何が間違っているか、すべては識別です。サットワの状態では外面的にはとても活発であっても、内面はとても静かです。とても忙しいとき、たくさん仕事があるときでも、内面はとても静かです。いつも神様と信者がつながっている状態にあります。神様とサットワ的な人はいつもつながっています。目で見るとき、すべての物の中に神様を見ています。言葉を聞くとき神様のことを聞きます。手で神様の仕事をします。もちろん僧侶にはそのことが可能ですが、普通の人の普通の仕事がどのように神様の仕事になるのでしょうか。すべての仕事において、「私は神様を喜ばせるためにします、何でもできます」、と考えてするならそれは礼拝です。そう考えれば、我々は手で仕事をするとき神様に仕えています。神様を礼拝しています。
またサットワ的な人の知性のレベルはとても高いです。例えば科学者も知性のレベルは高いですが、どこが違うのでしょうか。サットワ的な人のレベル、頭のレベル、知性のレベルはとても高いし、科学者の知性のレベルもとても高いのですが、大きな違いがあります。サットワ的な人の智慧の性質は神聖です。純粋です。普通の科学者の知性のレベルはもちろん高いのですが、いつも純粋ではない。そこが大きく違います。科学者は宇宙と自然についてはいろいろ理解していますが、霊的なことをいつも考えることができない。理解もできない。知性のレベルが高くても、それだけでは十分ではない。神様のことを理解したいなら、霊的なことを理解したいなら、知性のレベルは高いのに越したことはありませんがそれだけではなく、その知性も純粋でなければならない。普通の科学者の知性はどうして純粋ではないのか。それはその人中に、もちろん例外はありますが、自惚れ、名声欲、他の科学者への嫉妬があるからです。それが知性が純粋ではないという意味です。もちろんレベルは高い。しかし純粋ではない。純粋でないからその科学者は神様のことがわからない。それが普通です。例えば有名な科学者は、神様はいないと言います。神様は想像上のものだと言います。その科学者はわからないのです。自分の中に自惚れ、幻惑、名声欲がありますから、知識レベルが高く研究分野で発見があったとしても神様のことを理解できません。それはその人がサットワ的ではないからです。たとえ有名な学者だとしても、その方の考えているレベルはサットワ的ではありません。大きな違いです。もちろん例外はあります。例えばアインシュタイン。ある日私はアインシュタインについて書かれたものを読んでいました。アインシュタインは偉大な科学者であるだけでなく、偉大なヒューマニストでもあります。その記事の中でアインシュタインは「私はお金は欲しくない。名声も欲しくない。私は好奇心が強いだけです。私は真理が知りたいのです。これが私の人生の目的です」と言っています。普通の科学者はお金が欲しい、名声もたくさん欲しい。しかしアインシュタインの頭の中には常に神のことがありました。アインシュタインは「神の気まぐれなどなく、宇宙は偶然に生まれたのではない。宇宙を制御する神、絶対の真理がある」と考えました。神には深い目的があります。神は宇宙を支配しています。そうでなければ宇宙は創造されません。サットワ的知識、サットワ的知性と普通の学者の知性は全く違います。神様のことを理解したいならば我々の知性もサットワ的（純粋）にならなければなりません。そうなれば霊的な精妙なことがわかります。精妙なことを理解するために、我々の知性を純粋にしなければならない。

そうすれば、聡明さ、智慧が輝き出ます。知識も増えます。それがサットワです。サットワが顕著になるときそのしるしは現れます。
また、物事に対する強烈な執着、活動の意欲、仕事への野心、焦燥感、熱望などが心に生じるのは、ラジャスが優勢な時である。バーラタ族の勇者（アルジュナ）よ！//12
　ラジャス的な性質が顕著になるとき、どのようなしるしが現れるでしょうか。クリシュナはこの節の中で説明しています。ひとつは欲望です。欲張るということの特徴は何でしょうか。何が「欲張る」ということなのでしょう。皆さんも知ってはいても説明が難しい。何が判断の基準でしょうか。「自分のために本当に何が必要なのか」、それが基準（限度）です。限度を超えるとそれが「欲張る」ということになります。限度とは何が必要なのか、そしてどのくらい必要なのかの二つについてです。人それぞれ限度は違いますが、例えば食事。自分にはチキン１ピースで十分なのに、2つ注文してしまう。でも食べることができるのは１ピースだけです。私が日本に来てレストランで驚いたことがあります。日本人は食べることができなかった分は家に持って帰ります。インドではそれをしません。インドでは全部捨てます。伝統的に家に持って帰ることはしない。捨てる。日本には「もったいない」という考えがありますから、家に持って帰ってあとで食べます。それは良い考えです。
レストランに行って、子どもが「お母さん、あれも欲しい、これも欲しい」とたくさん欲しがりますが、全部食べることはできません。これは子どもだけでなく大人も同じです。お腹がすくとあれも食べたい、これも食べたい、しかし全部食べることはできません。そのことを識別せずに、種類も量もたくさん欲しがる。限度を超えれば、それが欲張るということになります。これが欲望です。それがラジャス的な人の特徴です。ラジャス的な性質が顕著になるとき、たくさんのものを欲しがります。何でも欲しい。デパートに入ってこれも欲しい、あれも欲しい。お金がなくても、心の中では欲望が生じます。
　スワミ・トゥリヤーナンダはシュリ・ラーマクリシュナの直弟子でしたが、彼も悟った人でした。あるとき彼は他の僧と一緒に散歩をしていましたが、他の僧がある建物について「この建物はとても美しい」と話すのを聞いて、彼はそれを叱りました。「どうしてそう言うのか。それは欲望です。言葉だけでなく、あなたの潜在意識の中に欲望があるからあなたはこれも良い、あれも良い、と考えるのです。ただそう思っているだけでなく、次の段階ではそれを欲しがるようになります」。例えばある女性の着ている服のデザインがとても良い、と女性達は考えます（男性はあまり考えませんが）。そう考える本当の意味は何でしょうか。それは「私もそれが欲しい」ということであり、これは精妙な欲望です。このような賞賛も良くありません。それはラジャス的な性質の特徴です。これも良い、あれも良いという賞賛、それも良くありません。それは精妙な欲望です。私たちはそのような精妙な欲望を持っています。厳しく識別するとそのことがわかります。スワミ・トゥリヤーナンダは強く叱って言いました。「あなたには関係ないでしょう。なぜこれもすばらしい、あれもすばらしい、車もすばらしい、建物もすばらしい、その服もすばらしいなどと言うのですか」。庭の池に魚が泳いでいることがありますが、欲張りの人はその魚を捕りたいのです。その魚を食べたいと考えます。ある服を見て、それをを着たい、ある車を見てそれを買いたい、いつもそう考えます。もちろんお金がないから買えません。しかし心の中にその考えが生まれます。それが欲張るということです。霊的な生活の実践のためにこれは本当に良くありません。我々の潜在意識はこの種類の考えでいっぱいです。「我々が生きるためにはこのぐらいのお金で十分だ」という限度を考えないと、もっとお金を稼がなければならなくなります。誰のためにお金を稼ぐのでしょうか。死ぬときお金を一緒に持っていくことはできません。そのお金で天国の三越やSOGOデパートでたくさん買い物できますか？できないでしょう。お金を置いて一人で天国に行かなければならない。それなのに多くの人はそのことを全く考えないでお金を稼いでいます。ビル・ゲイツは稼いだお金をたくさん寄付しています。とても良い考えです。
ローバハ(lobhah)、プラヴリッティル(pravrttir)という言葉があります。プラヴリッティルとは何でしょうか。識別をせずに本当に必要ではない仕事をたくさんするということ。Busy without business.　本当に必要でない仕事もするので忙しくなります。無駄な仕事をいっぱいやっているので、忙しくなります。Busy without real business.　我々は時々同じ状態になります。とても活動的ですが、仕事のために何が本当に大事かを考えない。仕事から１秒も離れて生きることができない。朝から夜まで、ずっと。またカルマナーム(karmanam)　アシャマ(asamah)の意味は何でしょうか。カルマナームとは新しい仕事のこと。既に仕事もあるのに、新しい仕事をいろいろ始めます。その新しい仕事が自分ために大事なのかそうでないのかを考えずに、絶えず新しい仕事を始めます。止めることができません。ブレーキがなく、アクセルだけの車があるとします。朝、アクセルを踏みます。夜眠りにつくまで車はずっと走り続けます。なぜならブレーキがないから、止まることができません。ガソリンがなくなると自然に止まります。生命エネルギーもガソリンと同じです。生命エネルギーがなくなると仕事も終わります。ラジャスが顕著になるとき、そのような車と同じ状態になります。
　次にアシャマの意味は何でしょうか。休息もなく、常に働き続けること。１時間の休息をとることもできない。なぜならラジャス的な性質が顕著なので、リラックスもできません。止まることができません。最後はスプリハー(sprha)。意味は欲望。何でも欲しい。ラジャス的な人の特徴は第16章の11、12、13節にあります。
また無数の心配事や苦労を抱えながら死んでいく彼らは、人間の最高の目的は肉体的欲望を満足させることであり、それが人生にとってのすべてである、と固く信じている。//11
幾百幾千という希望の紐に縛られ、情欲と怒りに身心をゆだねたまま、彼らは己の肉体的快楽を求め、不法なやり方で富を蓄積しようとする。//12

彼等は、『俺は現在これだけのものを所有している』とか、『この欲しいものをきっと手に入れるぞ』とか、『これは俺のものだぞ』とか、『この富も俺のものにして見せるぞ』などと言っている。//13

先ほど言った通り、欲張るということです。色々なものが欲しいならばお金が必要です。正しい方法でいつもお金を稼げる訳ではありません。悪い方法でもお金を稼ぎます。本当に物が欲しいから。徐々に状態は悪くなります。
　最後はタマス的な人。タマス的な性質が顕著になるとき、どのような特徴が現れるでしょうか。それは第14章の13節にあります。

陰気さ、無気力さ、誤解、迷いなどが現れるのは、タマスが優勢な時である。クル族の子孫（アルジュナ）よ！//13

サットワが顕著になるときに現れる性質とは反対です。サットワが顕著になるときは智慧が現れます。タマスはその反対です。何も現れない。ラジャス的な性質が顕著になるときは活動的になりますがタマス的が顕著になるときは逆です。何もやらない。ですからタマス的な性質が顕著になるとき、その特徴は愚かさ、混乱であり、智慧が全然ありません。ギーターについて書かれた注釈によると、アップラカーショー(aprakaso)の意味は知識を得るための努力をしないこと。例えば、聖典の勉強、教師の話を聞くなど、さまざまな方法で知識を得ることができるのに、タマス的な人はそれをしない。聞いてもわからない。勉強しても理解できない。先程話したプラヴリッティルはラジャス的性質で、たくさん仕事をして常に活発です。タマス的性質はその反対で何もしない。何も努力もしないだけではなく、熱意もない。庭に花と野菜の種を植えたとします。それを想像して下さい。次にすべきは何でしょうか。まず最初は土を掘ること。しかしそれをやらない。やりたくない。広い土地はある。だから土を耕すことはできますがそれをしない。それがタマス的な人の特徴です。たくさん空想はしますが何もしない。スワミ・トゥリヤーナンダは言いました。「生きながら死んでいるとはどんな状態でしょうか。生きている、けれども死んでいる、そのような人は誰でしょう。何も努力しない、何もしない、熱狂も何もない、そのような人が生きながら死んでいる人です」。一方で生きている間の解脱、というコンセプトもあります。本当に正反対です。ジーヴァムクタ（Jivamukuta）は生きながら解脱した人。ジーヴァムリタ（Jivaｍurita）は生きながら死んでいる人です。悟った人とタマス的な人。外からは同じく見えますが、中身は全然違います。悟った人はいつも神様のことを考えています。タマス的な人は外側も活動がないし、内側も活動がありません。外側に何もない。仕事がない。何もすることがない。内側にもない。先ほど車の例を言いましたが、アクセルがなく、ブレーキだけ。車が動かない。タマス的な性質が顕著なとき、こういう状態になります。
　例えばこのような人はある儀式をどのように執り行うべきかの知識はありますが、やりたくない。次はプラマードー(pramado)。間違い (mistakes)。正しい理解ができない。ある状況において、しなければならないことはわかっているけれどもしない。例えば夜7時～10時まで停電になる場合、市役所から発表があります。しかしタマス的な人はその時、ろうそく、懐中電灯を準備しない。実際に最近の例です。もちろん市役所から大きな声で放送が流れますから知っています。逗子では最近7時間くらい電気がなかった。午前、午後合わせて7時間。その時は本当に寒かったです。停電になると発表があります。ですけれども何も準備しない。店に行って必要なものを買わない。なぜなら動きたくない。行きたくない。寝ます。準備しない。それがプラマードーです。
　最後はモーハ(moha)。正しく考えられない。いつも間違っていることを正しいことと考えます。正しいことを間違っていると考えます。それが幻惑です。一時的なものを永遠なものととらえます。永遠なことを何も考えない。例えば体。「体は永遠だ」という考えは幻惑です。タマス的な性質が顕著になるとき、たくさんの幻惑にとらわれます。どうしてその状態になるのでしょうか。一つは耽溺。世俗的な楽しみに耽溺するとその状態になります。プラーナ、生命エネルギーを捨てることになります。もう一つ麻薬、お酒の影響でもそうなります。中毒者はその状態です。何もできない。動けない。物質のようです。これがタマス的な状態です。そして車のたとえをまた言うと、タマス的な性質が顕著になるとき、車にはアクセルがなくブレーキだけです。ラジャス的性質が顕著になるとき、車はブレーキがなくアクセルだけ。サットワ的な性質はブレーキもアクセルもありますし、運転手も運転が上手です。その車で安全に目的地に行くことが出来ます。サットワ的な人はゴールがわかっているので、無事目的地に行くことができます。我々は車が必要です。ブレーキがあり、アクセルがあり、運転方法がわかれば、我々は目的地に行くことができます。
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